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人口

世帯

公開

公開通知

主
幹
課
へ

公開の請求

|市政情報コーナー l公
文
書
公
開
の
し
く
み

開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て
、
七
月

一
日
か
ら
公
文
明

公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
市
が
保

有
す
る
情
報
(
公
文
告
)
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
知
り

た
い
と
き
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
的
に
定
め

た
も
の
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
文
書
の
公
開

市
で
は
、
今
ま
で
月
二
回
発

行
の

「広
報
ひ
ら
つ
か
」
を
中

心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
の
選
択
し
た
情
報
提
供
と
い

う
こ
と
で
、
必
ず
し
も
十
分
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
市
民
参
加
を
促
進
し
、
市

民
の
た
め
に
よ
り
聞
か
れ
た
市

政
を
目
指
す
に
は
、
市
の
持
っ

て
い
る
公
文
書
を
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
公
開

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
七
月

一
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
公
文
件
公
開
制
度

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
求
め

よ
う
と
す
る
公
文
由
の
公
闘

を
、
権
利
と
し
て
保
障
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

基
本
的
な
考
え

市
が
保
有
す
る
情
報
は
、
原

則
と
し
て
公
開
し
、
例
外
と
し

て
非
公
開
に
す
る
も
の
は
最
小

限
に
と
ど
め
ま
す
。
ま
た
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
は

最
大
限
に
保
護
し
ま
す
。

請
求
で
き
る
も
の

市
の
職
員
が
臓
務
上
作
成
し

た
り
、
取
得
し
た
文
由
お
よ
び

図
商
(
こ
れ
を
撮
影
し
た
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
含
む
)
で
、

決
裁
や
供
覧
な
ど
の
手
続
き
が

終
了
し
、
市
が
管
理
し
て
い
る

公
文
哲
で
す
。

請
求
で
き
る
人

公
開
の
開
求
が
で
き
る
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
内
に
在
住

・
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
人

②
市
内
に
事
務
所

・
事
業
所
を

有
す
る
個
人
・
法
人

・
団
体

③
市
に
納
税
義
務
の
あ
る
人

④
市
が
行
う
事
務
事
業
に
利
害

関
係
が
あ
る
人

(
た
だ
し
利
害

関
係
の
あ
る
部
分
の
み
)

公
開
で
き
な
い
も
の

市
が
持
っ
て
い
る
公
文
相
は

す
べ
て
公
開
す
る
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
例
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
位
さ
れ
た
り
、
公
益
が
損

な
わ
れ
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
次
の
情
報
は
公
開
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
個
人
に
閲
す
る
情
報

②
法
人
や
事
業
を
営
む
個
人
等

に
不
利
読
を
与
え
る
情
報

③
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
と

の
協
力
関
係

・
信
頼
関
係
を
損

な
う
恐
れ
の
あ
る
情
報

④
審
議
、
検
討
、
調
査
研
究
等

に
関
す
る
情
報
で
、
公
開
に
よ

り
支
障
を
生
ず
る
も
の

⑤
事
務
事
業
の
公
正
も
し
く
は

円
滑
な
実
施
を
損
な
う
恐
れ
の

あ
る
情
報

⑥
法
令
の
定
め
に
よ
り
公
開
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て

い
る
情
報

⑦
公
共
の
安
全
の
確
保
お
よ
び

秩
序
の
維
持
に
支
障
が
生
ず
る

と
認
め
ら
れ
る
情
報

公
開
の
手
続
き

①
公
開
の
荷
求
を
す
る
人
は
、

一
定
の
哲
式
に
よ
る
請
求
杓
を

「
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
(
市

役
所
三
階
)
に
提
出
し
ま
す

②
公
開
請
求
を
受
け
た
白
か
ら

原
則
と
し
て
、
十
五
日
以
内
に

公
開
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し

通
知
し
ま
す

③
公
開
の
決
定
通
知
を
受
け
た

人
は
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
閲

覧
し
ま
す

閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し

の
コ
ピ
ー
や
郵
送
を
希
望
す
る

人
は
、
実
質
を
い
た
だ
き
ま
す
。

不
服
の
あ
る
人

公
闘
を
罰
求
し
た
人
が
非
公

開
の
決
定
を
受
け
、
そ
の
決
定

に
不
服
の
あ
る
と
き
は
、
六
十

日
以
内
に
「
不
服
申
し
立
て
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
学
識
経
験
者

(
学
者
、
弁
護
士
、
行
政
経
験

者
等
)
五
人
に
よ
る

「公
文
窃

公
開
審
査
会
」
に
依
頼
し
、
答

申
を
得
て
再
決
定
さ
れ
ま
す
。

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

公
文
件
公
開
制
度
に
つ
い
て

の
桐
談
や
案
内
な
ど
を
行
う
た

め
、
市
役
所
三
階
に
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
相
談

や
案
内
の
ほ
か
、
市
政
に
関
す

る
刊
行
物
や
資
料
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
担
当
情
報
管
理
課
情
報
公

開
担
当

(内
線
六
六
五
)

• • • 父の日にパラを・日本一の生産地
、父の円にパラを。と呼び掛けてい

る日本一のパラ生産地平塚。 その生産

者の一人小部前"9}さんからお話を伺っ

た。取材は荻原千忠子 さん(日向岡)

六
月
二
十
日
(
第
三
日

曜
日
)
は
父
の
日
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

パ
ラ
の
花
が
贈
ら
れ
ま

.ヲ
今
回
は
、
片
岡
に
あ
る

d

‘
 

4

司
小
津
パ
ラ
閣
の
小
揮
静
男

a司
さ
ん
に
、
父
の
臼
の
パ
ラ

一
の
由
来
と
パ
ラ
の
栽
培
に

一
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

一
た。

一

父
の
日
の
発
祥
地
は
、

一
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン

一
に
住
む
ジ
ョ
ン

・
ブ
ル
ー

一
ス
・
ド
ッ
ド
夫
人
が
、
母

一
な
き
あ
と
の
自
分
た
ち
を

一
育
て
て
く
れ
た
父
親
に
、

一
パ
ラ
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

一
し
て
感
謝
し
た
の
が
始
ま

一
り
だ
そ
う
で
す
。

一

日
本
一
の
パ
ラ
生
産
地

一
で
あ
る
平
塚
市
園
芸
協
会

一
パ
ラ
部
会
が
、
昭
和
五
十

一

一
年
に

H

父
の
日
に
パ
ラ

一
を
贈
ろ
う
。
と
全
国
に
呼

一
び
掛
町
、
駅
前
で
パ
ラ
の

一
無
料
配
布
を
行
い
ま
し

・

た
。
翌
年
に
は
、
ミ
ス
七

• 
・

• • • 
パラの出荷 に 忙しい小湾さん

タ
の
お
手
伝
い
に
よ
る
無

料
配
布
等
、
画
期
的
な
取

り
組
み
が
マ
ス
コ
ミ
で
取

り
上
げ
ら
れ
、
ぷ
〈
の
日

に
パ
ラ
を
。
が
定
着
し
て

き
た
よ
う
で
す
。

現
在
の
生
産
者
は
四
十

二
戸
で
、
金
目
、
大
野
、

神
田
地
区
に
集
中
し
て
お

り
、
年
間
の
出
荷
本
数
は

一
千
百
万
本
。
主
な
品
種

は
ロ
1
テ
ロ
1
ゼ
や
ブ
ラ

イ
ダ
ル
ピ
ン
ク
で
す
。

他
の
生
産
地
で
は
、
ロ

ッ
ク
ウ
1
ル
栽
培
(
水
耕

栽
培
)
を
行
っ
て
い
る
所

も
あ
り
ま
す
が
、
平
揮
は

商
品
質
な
パ
ラ
の
生
産
に

こ
だ
わ
り
、
土
耕
栽
培
を

続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
六
月
中
旬
か
ら
せ
ん
定

作
業
を
し
、
七
月
、
八
月

の
こ
か
月
は
、
土
を
休
め

る
の
で
、
一
年
に
一
株
の

パ
ラ
か
ら
五
回
し
か
切
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
病
害
虫

の
防
除
や
育
成
栽
培
も
高

度
な
技
術
が
必
要
と
の
こ

と
で
し
た
。

消
費
者
の
ニ

1
ズ
は

様
々
で
す
。
中
で
も
色

は
、
服
装
の
流
行
に
よ

り
、
好
み
が
変
化
す
る
と

の
こ
と
。
流
行
色
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
な
ど

苦
労
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。• • • 
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五
月
十
四
日
臨
時
市
議
会
が

聞
か
れ
、
工
事
詰
負
契
約
の
締

結
な
ど
九
案
件
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま

た
、
そ
の
後
役
口
人
事
が
行
わ

れ
、
正
・
副
議
長
の
ほ
か
各
常

任
委
員
会
の
各
委
員
が
選
任
さ

れ
た
。
可
決
さ
れ
た
主
な
案
件

は
次
の
と
お
り
。

{議
長
]
以
下
敬
称
略

・
落
合
良
延
(
新
風
ク
ラ
ブ
)

〔副
議
長
}

・
後
雌
師
彦

(
社
会
党
)

[監
査
委
員
〕

・
奥
山
崎
治
(
公
明
党
)

{
各
常
任
委
員
会
】

@
総
務
経
済
常
任
委
員
会

・
委
員
長
上
原
孝
生
(
市
政

ク
ラ
ブ
)
、
副
委
員
長
田
中

幸
雄
(
日
本
共
産
党
)
、
委
員

加
藤
武
政

(
社
会
党
)
、
武
井

ひ
ろ
子
(
神
奈
川
ネ
ッ
ト
)
、

栗
田
己
好
(
市
政
ク
ラ
ブ
)
、

水
野
恭
助
(
民
主
ク
ラ
ブ
)
、

小
林
保
雄

(新
風
ク
ラ
ブ
)
、

奥
山
崎
治
(
公
明
党
)

。
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

・
委
員
長
穂
坂
光
俊
(
公
明

党
)
、
副
委
員
長
細
野
忠
彰

(新
風
ク
ラ
ブ
)
、
委
員

三

上
正
(
日
本
共
産
党
)
、
岡
崎

伊
和
男
(
社
会
党
)
、
佐
藤
宏

(
市
政
ク
ラ
ブ
)
、
柳
川
藤
一

(
社
会
党
)
、
長
塚
洋
三

(民

主
ク
ラ
ブ
)
、
松
崎
市
子
(
公

明
党
)
、
岡
本
市
司

(新
風
ク

ラ
ブ
)

。
教
育
民
生
常
任
委
員
会

・
香
只
艮
儲
川
幸
子

(社
会

党
)
、

副

委

員

長

原

孝
子

(
日
本
共
産
党
)
、
委
員
大

豆
記
者
を
募
集

子
供
広
報
を
一
緒
巳
作
ろ
う

広
報
広
聴
課
で
は
、
今
年
度

か
ら
小
学
生
向
き
の
子
供
広
報

を
年
二
同
発
行
す
る
が
、
編
集

し
て
も
ら
う
豆
記
者
を
必
仰
木
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
友
述
と

第 505号

一
緒
に
ご
参
加
を
。

マ
対

象

小

学
5
1
6
年
生
日

人
(
応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選
)

マ
発
行
時
期

9
月
中
旬
、

3

月
中
旬
の
2
川

円

v
活
動
内
容
テ
l
マ
を
決
め

み
ん
な
で
広
報
紙
を
つ
く
っ
て

み
る
。
な
お
、

一
回
目
の
活
動

は
夏
休
み
期
間
を
利
用
す
る

マ
応
募
期
限

6
月
お
日
(
月
)

マ
応
募
先
広
報
広
聴
課
広
報

開
当

(
内
線
三
一

四
)

蔵
律
子
(
無
所
属
)
、
後
藤
輝

彦
(
社
会
党
)
、
加
藤
立
宏

(新
風
ク
ラ
ブ
)
、
古
家
安
正

(
市
政
ク
ラ
ブ
)
、
府
川
勝
司

(
民
主
ク
ラ
ブ
)
、
前
田
晃

(
公
明
党
)
、
片
倉
常
夫
(
市

政
ク
ラ
ブ
)

。
都
市
建
設
常
任
委
員
会

・
委
品
長
伊
藤
亨

(民
主
ク

ラ
ブ
)
、
副
委
品
長
永
井
三

男

(市
政
ク
ラ
ブ
)
、
委
員

田
元
呑
(
日
本
共
産
党
)
、
志

村
和
子
(
神
奈
川
ネ
ッ
ト
)
、

高
梨
孝
治
(
公
明
党
)
、
山
門

幸
男
(
新
風
ク
ラ
ブ
)
、
神
谷

隆
(
社
会
党
)
、
土
屋
照
久

(社
会
党
)
、
脇
辰
雄

(市
政

ク
ラ
ブ
)

{
平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
〕年

度
末
に
補
正
が
必
要
と
な

り
専
決
処
分
を
し
た
の
で
承
認

を
求
め
た
も
の
。

歳
入
で
は
地
方
斑
与
税
、
利

子
制
交
付
金
の
三
月
交
付
分
の

決
定
に
伴
う
も
の
の
ほ
か
、
歳

出
で
は
歳
入
補
正
に
伴
う
財
源

充
当
補
正
な
ど
を
措
置
し
た
。

こ
の
結
果
、
補
正
額
は
五
億
四

千
四
百
六
十
三
万
五
千
円
と
な

り
、
最
終
予
狩
脱
税
は
七
百
六

十
六
億
五
千
八
百
十
四
万
九
千

円
と
な
っ
た
。

[
工
事
請
負
契
約
の
締
結
〕

予
定
価
格
が
一
億
七
千
万
円

を
超
え
る
た
め
議
会
の
同
誌
を

求
め
た
も
の
。

マ
虹
ケ
浜
西
住
宅
建
設
工

m

(
辿
築
)
・:
一
億
九
千
七
宵
七

十
六
万
円

三
共
建
設
(
株
)

マ
仮
称
消
防
旭
出
張
所
庁
舎
新

築
工
事
(
建
築
)
:
・三
億
二
千

五
百
四
十
八
万
円
(
株
)
高

田
建
設

マ
旭
小
学
校
校
舎
改
修
℃
郁

(建
築
)
・
:
一
億
九
千
九
百
八

十
二
万
円
黒
沢
建
設
(株
)

マ
春
日
野
中
学
校
屋
内
運
動
場

等
新
改
築
工
事
(
建
築
)
:・
六

市
で
は
、
新
平
塚
市
総
合
計

画

「
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ン
幻
・
湘
南

ひ
ら
つ
か
」
に
基
づ
い
て
、

二

十

一
世
紀
の
初
め
ご
ろ
を
展
望

し
た
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
の
事
業
を
展
開
し
て
い

く
た
め
の
ひ
と
つ
と
し
て
次
の

プ
ラ
ン
が
決
ま
っ
た
。
詳
し
く

は
担
当
課
に
お
尋
ね
を
。

{
平
塚
市
情
報
化
プ
ラ
ン
}

マ
考
え
方
的
報
化
は
市
民
共

有
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
基
本

理
念
と
す
る

マ
今
後
の
進
め
方

①
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

C
A
T
V
の
市
内
全
域
サ
ー

ビ
ス
な
ど

②
間
報
交
流
施
設
の
整
備

博
物
館
、
英
術
館
、
園
舎
館

な
ど
の
情
報
を
活
用
で
き
る
仕

組
み
の
整
備
な
ど

③
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

mu
括
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
衛
昼

過
信
な
ど
の
手
段
で
的
報
が

受

・
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

整
備
な
ど

④
情
報
活
用
能
力
が
発
揮
で
き

る
仕
組
み
ゃ
社
会
訂
献
の
仕
組

み
の
整
備
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ
先
情
報
政
策

課
(
内
線
六
三
六
)

[
平
塚
市
市
民
文
化
基
本
構
想
}

マ
考
え
方
未
来
へ
の
視
点
を

も
っ
た
市
民
文
化
を
つ
く
る
こ

と
を
基
本
哩
念
と
す
る

マ
今
後
の
進
め
方

①
市
民
文
化
創
造
の
基
盤
整
備

文
化
振
興
基
金
の
設
置
、
文

化
事
業
団
の
設
立
、
文
化
ホ
ー

ル
の
娃
設
な
ど

②
市
民
文
化
振
興
事
業
の
展
開

例
性
あ
る
文
化
振
興
事
業
の

推
進
、
市
民
の
文
化
活
動
へ
の

支
援
な
ど

③
文
化
の
諮
る
街
を
感
じ
る
環

境
の
整
備

風
格
あ
る
封
観
づ
く
り
、
自

然
と
歴
史
を
大
切
に
す
る
地
域

づ
く
り
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ
先
文
化
行
政

推
進
室
(
内
線
六
七
三
)

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
(
内

線
二一

九
)
で
は
、
今
年
の
四
月

か
ら
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
が

い
る
家
庭
に
、
介
恕
用
屯
勤
ベ

ッ
ド
と
床
ず
れ
防
止
用
エ
ア
1

マ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

介
護
用
泣
動
ベ
ッ
ド
は
、
楽

な
姿
勢
で
介
護
を
し
た
り
、
受

貯
た
り
で
き
る
よ
う
に
手
元
の

ス
イ
ッ
チ
を
操
作
す
る
こ
と
に

億
七
千
四
百
六
十
五
万
円
匠
・

関
東

・
新
田
建
設
共
同
企
業
体

マ
江
陽
中
学
校
校
品
川
改
修
工
事

(辿
築
)
:・
一一
億
四
千
七
百
二

十
万
円

玉
縄
建
設
(
株
)

マ
仮
称
な
で
し
こ
公
民
館
新
築

工
事
(
建
築
)
:
・二
億
二
千
四

十
二
万
円
成
瀬
産
業
(
株
)

自
治
会
連
絡
会

の
役
員
決
ま
る

平
成
五
年
度
一半
塚
市
自
治
会

連
絡
協
議
会
の
役
目
以
が
決
ま
っ

た
。
任
期
二
年

(敬
称
略
)

・
会

長

鈴

木
三
郎
(
な
で
し

こ
)

・
副
会
長
武
井
好
夫
(
富
士

見
)
、
田
中
数
政

(
横
内
団

地
)
、
原
喜
市
(
南
原
)
、
山

田
欣
正
(
吉
沢
)

-
特
記

磯
部
録
郎
(
中
原
)
、

鷲
尾
昭
三

(
金
目
)

・
会

計

長

谷

川
芳
久
(
港
)
、

高
橋
徳
治
(
田
村
)

・
会
計
監
査

清
田
弥
寿
雄
・

(
城
島
)
、
衰
島
武
夫
(
土
屋
)

・
幹
事
彦
久
保
正
平
(
花

水
)
、
石
井
庄
司
(
松
原
)
、

吉
田
菊
治
(
崇
普
)
、

平
野
相

次
(
八
幡
)
、
西
海
附

一
(
四

之

宮
)
、
伊
藤
栄
雄
(
其

土
)
、
斉
藤
文
司
(横
内
)、

中
川
卓
(
大
神
)
、
榎
原
貞
治

郎
(
東
中
原
)
、
鈴
木
伸

一

(盟
国
)
、
杉
山

一
郎
(
岡

崎
)
、
鈴
木
剛

(金
田
)
、
宮

野
良
雄
(
旭
間
)
、
日
稲
武
雄

(旭
北
)
、
日
木
五
郎
(
新
町

大
原
)

平
和
事
業
で
広

島
へ
派
遣
募
集

ア
イ
ラ
ブ
ピ
i
ス
事
業
運
営

委
員
会
で
は
、
平
和
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
今
年
も
広
島
平

和
記
念
式
典
に
参
加
希
望
さ
れ

る
方
を
募
集
す
る
。
ご
参
加
を
。

マ
日
程

・
事
前
打
ち
合
わ
せ
会

7
月

日
日
(
日
)

・
広
島
市
に
派
遣

8
月
4
日

(水
)
3
6
日

(
金
)
、
車
中

1
泊
、
宿
1
泊

・
事
後
ま
と
め
会

8
月
却
臼

(
日
)

マ
参
加
で
き
る
方
親
子
(
子

供
は
小
学
4
年
生

3
中
学
生
)

7
組

〈抽
選
〉

マ
参
加
料

1

人

一
万
五
千
円

(小

・
中
学
生
は
無
料
)

マ
申
込
期
限

7
月
1
日
(
木
)

マ
申
込
先
総
務
課
法
令
審
査

担
当
(
内
線
二
三

O
)

生
産
緑
地
地
区

の
追
加
指
定
を

生
産
緑
地
地
区
は
平
成
四
年

十
一
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ

て
い
る
が
、
次
に
該
当
す
る
場

合
、
新
た
に
追
加
指
定
と
し
て

受
け
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
月
九
日
(
金
)
ま
で
に
、
都

市
計
画
課
計
画
係
(
内
線
四
二

八
)
に
お
申
し
込
み
を
。

①
平
成
4
年
に
指
定
の
際
、
関

係
権
利
者
の
同
窓
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

理
由
で
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
場

合②
指
定
し
て
も
、
周
辺
民
業
と

調
和
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

れ
を
防
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
る

も
の
。負

担
料
金
(
生
計
中
心
者
の

ポ
ン
プ
の
働
き
で
マ
ッ
ト
レ
ス

・前
年
所
得
税
額
が
四
万
二
千
円

が
自
動
的
に
膨
張
と
収
縮
を
繰
以
下
の
場
合
は
無
料
)
は
電
動

り
返
し
、
寝
返
り
ゃ
身
動
き
同
ベ
ッ
ド
月
額
四
千
円
、
付
加
機

様
に
体
圧
を
分
散
さ
せ
、
床
ず
能
付
き
市
動
ベ
ッ
ド
玄
千
五
百

、

，

円

、

エ

ア

1
マ
ッ
土
手
円
と

崎
弘

用
る
市

止
い
を

な
っ
て
い
る
。
ご
利
用
を
。

防
て
額

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
身
体
の

れ

し
半

ず
約
の

不
自
由
な
方
に
利
用
し
て
い
た

床

契

附

だ

く
た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
、

j
h
M
釦

市
民
病
院
、
総
合
公
園
、
地
域

ツ
搬
ン

。
医
療
管
理
セ
ン
タ
ー
、
市
民
セ

ベ
の
レ
る

動
ト
、
い

ン
タ
ー
な
ど
に
車
い
す
を
用
意

電
ツ
い
で
し
て
あ
る
。
設
置
箇
所
に
つ
い

用
マ
行
し

謹

一
が
担

て
は
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

介
ア
者
負

(
内
線
二

二

ご

に

お
尋
ね

工
業
が

を。

ベ
ッ
ド
の
貸
し
出
し

よ
り
背
の
角
度
が
調
節
で
き
る

も
の
と
、
背
の
角
度
、
ベ
ッ
ド

の
高
さ
が
調
節
で
き
る
も
の
と

の
二
種
類
。
エ
ア
1
マ
ッ
ト
は
、

市
民
相
談
室

n
i
-
-
一一

(内
線
二
九
三
)

。
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談

7
月
6
日
(
火
)
日
時

3
M時

。

一
般
法
律
相
談

毎
週
水
曜
日
日
時

3
M時
、
予
約
制

(
電
話
で
も
可
)

O
登
録
供
託
測
量
相

談

7

月
9
日

(
金
)
日
時

S
M
時

。
発
明
考
案
特
許
相
談

7
月
5
日
(
月
)
日
時

1
日
時

。
下
請
取
引
相
談

6
月
口
日

(
木
)
、

7
月
日
日

(
木
)
日
時
初
分
i
M時

。
定
例
年
金
相
談

7
月
8
日
(
木
)
叩
時

1
日
時

。
消
費
生
活
相
談

毎
週
金
曜
日
9
時

1
M
時

。

一
般
市
民
相
談

毎
週
月

3
金
曜
日
9
時
S
M時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)

M

l
七
=
一一一

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時

S
凶
時

。
悩
み
ご
と
は

砂ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お

l
七
八
三

O

毎
週
月

3
金
一曜
日
9
時
i
m時
泊
分

(
土
曜
日
は
日
時

1
同
時
初
分
)

福
祉
会
館
お

l
二
三
三
三

。
専
門

(法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談

7
月
8

日
(
木
)
日
時
却
分

5
日
時
泊
分
、

予
約
制

。
生
活
支
援
相
談

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

毎

週

月

3
金

曜
日
8
時
初
分

1
口
時

。
結
婚
相
談

毎
週
日
附
白
川
時

3
日
時
(
第
3
日

曜
日
は
除
く
)

O
母
子
相
談
・
家
庭
児
童
相
談

毎
週
月

3
金
曜
日
9
時

i
m時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
却
分

S
M

時

O
婦
人
相
談

7
月
8
円
(
木
)
叩
時
3
日
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
お
l
六
O
一
二

毎
週
月
〈
〉
金
曜
日
9
時
1
口
時
(
屯

話
相
談

・
毎
週
月

3
土
曜
日

9
時

:
口
時
)
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彰村角
(誠谷
八之チ
忠助エ
咲(子
町退(
)子代
、市宮

日)町
湖、)
都内、

心勝木

(
明
石
町
)
、
塚
本
紀
夫
(
藤

沢
市
)
、
ぽ
唯
尾
壮
(
二
宮

町
)
、
渡
辺
み
さ
子
(
札
場
町
)

後
6
時
加
分
t
，

マ

出

演

瀬
川
瑛
Y
T
ほ
か

マ
申
込
期
限

6
月
初
円
(
水
)

巾
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

で、

〒
捌
梢
浜
市
西
区
老
松
町

四
ラ
ジ
オ
日
本
ト
ヨ
タ
歌
の

祭
典
係
ま
で
。
抽
選

{
日
産
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
}

マ
日
時

7
月
日
日
(
口
)
午

前
日
時

1
、
午
後
2
時
5

マ
内
容
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ

ョ

ー
、
ゲ
ー
ム
大
会
ほ
か

マ
入
場
券
の
配
布
6
月
幻
自

(
水
)
午
前
叩
時

3
、
市
民
プ

ラ
ザ

係
(
内
線
二
一
五
)

稔
理
(
桃
浜
町
)

マ
平
塚
八
長
賞
寺
山
記
臣

・

地
問
瑠
司
・
鬼
沢
優
子
(
藤
沢

市
)
、
山
口
市
次
(
花
水

台
)
、
飯
田
一
一
方
(
横
浜

市
)
、
相
原
政
夫
(
西
八

幡
)
、
平
井
文
雄
(
夕
陽
ケ
丘
)

マ

入

賞

岡

本

日

明

(

南

原
)
、
安
藤
甚
平
(
小
岡
原

市
)
、
相
原
政
夫

・
永
野
照
蔵

(
西
八
幡
)
、
石
川
崎
久
(
南

金
目
)
、
岩
田
年
一
(
東
京

都
)
、
内
田
敏
彦
(
立
野

町
)
、
加
藤
清
(
大
磯
町
)
、

消防職員の採用試験
・募集人員 男子若干名

・① 昭 和43年 4) j 2 1 1以降にととまれたプiで、人:~.?
の課程(大工学院|除く)を本業または、|勺戊 6W3
)]に卒業見込みの)J ②身長160cI11、体， r~501く匹、
胸凶80cm以 j-. ③ I，IJIIHとも保I以制プJO.6以 l亡、

または0.1以_tで焔IH'!UJ1.0以よかっ、色党・

聴力が正常な)j

・申し込み 7 ) j 9 11闘までに巾;0， ol ~ (削防本滞

庶務課に用芯)を1.(1:務~に持参する
※短期大学及び向校待:J信者 (y定合む)

7月15日号のjム・報紙でお知らせする

・消防本部庶務課(内線387)

の~}Wは

- 申込書 の配布

巾込件は 7 月 911 まで企jllJif'iI~If;lJ(口湖!で‘配イliする

・ 受付

6 刀 28 口 O J)~ 7)j911ω

-企画部職u泌(内糾322)

今
月
中
に
児
童

手
当
現
況
届
を

保
育
実
習
に
参J
加
を

児
箭
一
手
当
や
特
例
給
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
現
況
崩
(
既

に
郵
送
し
て
あ
る
)
を
今
月
中

に
児
童
相
祉
課
児
泣
係

(内
線

二

二
ハ
)
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
提
出
さ
れ
な
い
と
六

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
の
で
、
ご
注
意
を
。

桜
を
全
長
に
し
た
容
の
落
田
の

雰
囲
気
を
良
く
表
現
し
た
石
井

出
さ
ん
(
横
浜
市
)
の
作
品

「花
水
川
の
夕
映
え
と
桜
」
に

贈
ら
れ
た
。
応
募
四
百
二
十
一

点

(

敬

称

略
)

マ
特
選
「
春
休
み
」
石
井

福
祉
事
務
所
で
は
、
保
育
闘

の
子
供
た
ち
と
生
前
体
験
を
し

て
み
る
保
育
実
習
生
を
拡
抑
制
す

る。
市
内
に
は
、
両
親
が
共
働
き

な
ど
の
理
由
で
、
昼
間
一
緒
に

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子

供
約
二
千
人
が
、

二
十
六
か
所

の
保
有
国
で
保
有
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
子
供
た
ち
と
の

実
際
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

砂
保
育
と
は
何
か
。
を
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
行
っ
て
い
る
も

の。
昨
年
も
多
く
の
実
習
生
が
、

子
供
た
ち
と
の
出
会
い
の
中
で

武
盟
な
体
験
を
残
し
て
い
る
。

マ
日
程

7
月
お
日

(水
)

3
8
月

3
日
(
火
)
の

5
日

間
、
土

・
日
曜
日
は
除
く

・
時

間

午

前
8
時
加
分

1
午

後
5
時

マ
定
員
同
校
生
別
人

マ
申
込
期
間

6
月

刊
日

(水

)
3お
日
(
金
)

マ
申
込
先
児
童
福
祉
課
保
育

「花水川の夕映えと桜J

石井崇さん {横浜市)

市
民
セ
ン
タ
ー

で
歌
の
祭
典
を

推 薦

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

.保母・・・...................................................数人

・昭和46年 4月 2日以降生まれの保母の資格のあ
る方または平成 6年 3月に資格取得見込みの方

4・臨床工学技師・・・・・・一....•. . ........ . ..... •...... . ..... 1人

・昭和44年 4月 2日以降生まれの臨床工学技師の資

絡のある方または平成 6年 3月に資格取得見込

みの方

【募集区分 B】(平成 5年 10月採用予定)

.一般高野務 B.................................一・・・・・・・若干名

・昭和41年 4月 2日以降に生まれた方で、大学の課

程(短大除く)を平成 2年 3月以降に卒業した方
.土木B..............…-….....…...................若干名
・昭和38年 4月 2日以降に生まれた方で、大学の専

門課程(短大除く)を昭和63年 3月以降に卒業し

た方

ス
タ
ッ
フ
募
集

七
夕
ま
つ
り
の
期
間
中
、
市

民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
る
催
し

物
へ
の
入
場
希
望
者
を
募
集
す

る
。
商
業
観
光
際
観
光
係
(
内

線
五
四
九
)
に
お
尋
ね
を
。

[
ト
ヨ
タ
歌
の
祭
典
】

マ
日
時

7
月
刊
日

(
土
)
午

学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

第
九
回
平
塚
市
行
年
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
(
十
月
二
十
四
日
、
総

合
公
開
)
の
ス
タ
ッ
フ
を
非
州
制

し
て
い
る
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

企
画
立
案
か
ら
運
営
ま
で
す
べ

て
を
背
年
だ
け
で
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
毎
年
若
者
の
祭
典
と

し
て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
。
ぜ

ひ
と
参
加
を
。

マ
応
必
で
き
る
方
向
校
生
か

ら
初
成
ま
で
の
万
別
人

マ
応
延
期
限

6
月
初
日
(
水
)

マ
応
募
先
背
少
年
会
館
内
青

少
年
課
(
内
線
七
六
三
)

郷
土
平
塚
の
四
季
を
レ
ン
ズ

で
と
ら
え
て
も
ら
う
明
湘
南
ひ

ら
つ
か
観
光
風
骨
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
、
今
回
は
、
特

に
湘
南
平
や
花
水
川
、
総
合
公

園
を
被
写
体
に
し
た
作
品
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。

な
お
、
最
高
貨
の
推
薦
に
は

学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
が
行
わ
れ
、
八
幡
小
学
校
が

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

「
泳
げ
ア
ユ
消
流
に
・
相
模

川
と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
1
マ

に
、
合
計
一
千
五
百
九
十
三
株

の
草
花
を
配
し
て
デ
ザ
イ
ン
し

た
も
の
で
、
ア
ユ
の
体
を
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
で
形
ど
り
、
紫
と

白
の
ア
リ
ッ
サ
ム
を
盛
り
上
げ

て
立
体
感
を
出
し
た
力
作
。
コ

ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
花
壇
だ

け
で
な
く
、
周
囲
の
花
作
り
に

お
い
て
も
栽
培
活
動
が
催
れ
て

い
る
と
評
価
さ
れ
た
。
な
お
、

最
優
秀
賞
以
外
の
入
江
校
は
次

の
と
お
り
。

マ
優
秀
賞
勝
原
小
学
校
、
花

水
小
学
校

マ
優
良
貨
な
で
し
こ
小
学

校
、
港
小
学
校
、
南
原
小
学

校
、
神
明
中
学
校

広報ひら・っか

平塚市職員採用 試験の案内

幼
稚
園
保
育
料
を
減
免

、、z---

，J
 

隅から掃さ寄せましょう

-ーー....，

各
地
区
の
公
園
、
広
場
、

公
民
館
、
道
路
な
ど
が
ま
ち

ぐ
る
み
大
清
掃
の
参
加
者
の

手
で
、
み
る
み
る
う
ち
に
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
雨

の
中
で
の
清
掃
作
業
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

〆

-つよの山カ

h

a

み

/

-」ため集

教
育
委
員
会
で
は
、
幼
稚
園

児
の
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
所

得
状
況
に
応
じ
て
入
園
料
や
保

育
料
を
減
免
し
て
い
る
。
次
に

骸
当
さ
れ
る
方
は
、
調
岱
(
幼

稚
聞
に
あ
る
)
を
幼
稚
副
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

マ
対
象

6
月
1
日
現
在
市
内

に
お
住
ま
い
で
、
幼
稚
園
児

(
3
3
5
歳
)
が
い
る
保
護
者

マ
所
得
状
況
お
よ
び
減
免
額

{私
立
幼
稚
園
在
闘
の
場
合
}

①
生
活
保
能
ま
た
は
市
民
税

非
課
税
世
帯
(
年
額
十

一
万
四

千
円
)
②
市
民
税
所
得
割
額

が
非
課
税
世
帯
(
同
八
万
九
千

円
)
③
市
民
税
所
得
割
額
が

九
万
九
千
二
百
円
以
下
の
世
帯

(
同
五
万
一
千
三
百
円
)

{市
立
幼
稚
園
在
図
の
場
合
}

生
活
保
諮
世
帯
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
、
市
民
税
所
得
割
額

が
非
課
税
世
帯
(
年
額
二
万
円
)

マ
申
詰
期
限

7
月
2
日
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
学
務
課
学

事
係
(
内
線
五
二
O
)

ー..J...
'. '..1..-.ー

写真トビ~クス

【募集区分A】(平成 6年度採用予定)

.一般事務A…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・30人 程 度

・昭和44年 4月 2日以降に生まれた方で、大学の課

程(短大除く)を平成 5年 3月以降卒業した方ま

たは 6年 3月に率栄見込みの方
.建築・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1人

・昭和40年 4月 2日以降に生まれた方で、 大学の専
門部程(短大除く)を平成 2年 3月以降に卒探し

た方または 6年 3月に卒業見込みの方
. 土木A........................…・・・・・…・・・・・・・・・…-…数人

・昭 和40年 4月 2日以降に生まれた方で、大学の専

門課程(短大除く)を平成 2年 3月以降に卒業し

た方または 6年 3月に卒業見込みの方
4・保健婦..........................................・・・・・・若干名

.昭和44年 4月 2日以降生まれの保健婦の資絡のあ

る方または平 成 6年 3月に資格取得見込みの方

(第 1期)

(第 1Jt}n 
(~τ31切)

(第 3期)

(第 1期)

(第 1期)

6月納期の市税 ・手数料
。対象税等

・市県民税

・国民健康保険税

.国民年金保険料

・清掃し尿従泣手数料

-tvT掃し尿ごみ定額手数料

.公共下水道使用料

。納期最終日 6月30日 制

平成5年 6月寸 5日

学
生
を
郡
山
に
派
遣

街路樹もさっぱりと刈り込む

まちぐるみ大清掃

市
で
は
、
市
内
の
中
・
高
校

生
を
今
年
も
福
島
県
郡
山
市
に

派
遣
す
る
。

こ
の
事
業
は
、
中

・
同
校
生

を
県
外
に
派
遣
し
、
現
地
で
の

交
流
や
体
験
学
習
を
す
る
中

で、

今
後
の
青
少
年
活
動
に
役

立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
行
っ
て

い
る
も
の
。
ご
参
加
を
。

マ
円
程

7
月
犯
円
(
中
小
)

ら
初
日
(
金
)

マ
内
容
①
中
、
同
校
生
と
の

交
歓
交
流
②
向
然
、
文
化
、

産
業
に
つ
い
て
の
学
習

マ
定
員

お
人
(
選
考
)

マ
参
加
料
五
千
円

マ
そ

の

他

事

前

・
受
け
入

れ

・
事
後
研
修
あ
り

マ
申
込
先
背
少
年
会
館
内
行

少
年
課
(
内
線
七
六
三
)

(3) 

た
く
さ
ん
の
ご
み
を
一
度
に
運
ぶ



(4) 平成5年 6月寸 5日

平
塚
市
は
、
岐
阜
県
高
山
市
、
岩
手
県
花
巻
市
と
の
間
で
「
友
好
都
市
」
を
、
ま
た

静
岡
県
天
城
湯
ケ
島
町
と
の
間
で
「
平
壌
市
民
休
援
の
郷
」
の
提
携
を
結
ん
で
い
る
ほ

広報ひらつか第 505号

未
来
ち
ゃ
ん

(左
)
と
一
緒
に

一
年
十
月
に
市
制
五
十
周
年
記
念

一
と
し
て
向
山
市
と
の
聞
で
友
好

一
都
市
提
携
を
、
ま
た
花
巻
市
と

平
塚
市
で
は
、
昭
和
五
十
七

一
は
五
十
七
年
四
月
に
平
塚
市
民

友

好

都

市

高
山
市
・
花
巻
市

未
来
ち
ゃ
ん
と
友
達
に

中
島
千
尋
さ
ん

(寺
田
縄
)

今
年
の
一
月
四
日
か
ら
六

日
ま
で
、
花
巻
市
に
ホ
l
ム

ス
テ
イ
に
行
っ
て
き
ま
し

た。

、1
‘

一

日
目
は
宮
沢
賢
治
記
念

館
で
ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
を

見
て
、
夜
は
ホ
1
ム
ス
テ
イ

先
の
未
来
ち
ゃ
ん
た
ち
と
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
自
の
朝
、
起
き
る
と

外
に
は

2
が
積
も
っ
て
い
た

引

の
で
ス
キ
ー
を
し
ま
し
た
。

日

三
回
目
は
村
の
家
で

「
ち

‘

ゃ
ぐ
ち
ゃ
ぐ
馬
つ
子
」
を
作

り
ま
し
た
。
そ
の
馬
つ
子
は

今
、
ピ
ア
ノ
の
上
に
飾
っ
て

あ
り
ま
す
。

平
塚
に
帰
っ
て
来
て
か
ら

も
、
未
来
ち
ゃ
ん
と
は
電
話

や
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て

い
ま
す
。
楽
し
い
友
達
が
で

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

昨年花巻まつりに参加 した市役所ふる

さとまつり愛好会。総勢100人が花巻

開町400年を祝った

加
(
高
山
市

・
親
子
獅
子
舞
、

花
巻
市
・
さ
ん
さ
踊
り
)
、
花

谷
市
物
産
と
観
光
展

(ロ
月
)

市
民
休
養
の
郷

天
城
湯
ケ
島
町

昭
和
五
十
七
年
四
月
、
市
制

五
十
周
年
を
記
念
し
て
天
城
湯

ケ
島
町
と
の
間
で
平
塚
市
民
休

養
の
郷
の
提
携
を
結
ん
だ
。
以

後
、
天
城
ふ
る
さ
と
広
場
に
あ

る
市
民
の
保
提
所

「ひ
ら
つ
か

天
城
山
荘
」
や
、
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
に
多
く
の
市
民
の
み
な
さ，J

 
くづ白剛

J-m-
ので家の村イ一アスムホのへ市巻花

ん
が
訪
れ
て
い
る

0

0
今
年
度
の
主
な
事
業
は

.
平
塚
市
か
ら
訪
問

小
、
中
学
校
の
林
間
学
校

(
6
1
8月
)
、
産
業
文
化
祭

参
加
(
物
産
品
な
ど
日
月
)

.
天
城
湯
ケ
島
町
か
ら
訪
問

七
夕
ま
つ
り
参
加
(
天
城
連

峰
太
鼓
)

姉

妹

都

市

ロ
ー
レ
ン
ス
市

国
際
化
時
代
を
迎
え
る
中
、

平
成
二
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ロ
ー
レ
ン
ス
市
と
姉
妹
都

市
提
携
を
結
び
、
相
互
交
流
を

通
し
て
友
好
を
深
め
て
い
る
。

@
今
年
度
の
主
な
事
業
は

・
平
塚
市
か
ら
訪
問

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
(
中
、
高
校

生

8
月
)

・
ロ
ー
レ
ン
ス
市
か
ら
訪
問

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
(
中
、
高
校

生

6
月
)
、
神
奈
川
大
学
で

日
本
研
究
(
カ
ン
ザ
ス
大
学
生

6
1
7
月
)

交
流
会
を
開
く

市
で
は
、
神
崇
川
大
学
に
来

て
い
る
カ
ン
ザ
ス
大
学
生
と
の

交
流
会
を
聞
く
。
日
本
語
だ
け

で
も
楽
し
く
交
流
で
き
る
の
で

ご
参
加
を
。

マ
日
時

7
月
2
日
(
金
)
午

後
2
時

1
4時

マ
会
場

M
N
ピ
ル
口
階

マ
申
込
先
交
流
親
普
課
(
内

線
五
九
七
)

受
流
団
体
に
補
助
金

市
で
は
、
友
好
都
市
の
日
山

市
と
花
巻
市
や
、
平
塚
市
民
休

設
の
郷
の
天
城
湯
ケ
島
町
を
訪

れ
、
交
流
を
深
め
る
団
体
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
ご
利

用
を
。

マ
対
象
団
体
会
員
が
叩
人
以

上
で
、
日
常
よ
り
自
主
的
な
活

動
を
し
て
い
る
こ
と

マ
対
象
眼
諜
①
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
交

流
試
合
②
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
講
習
・

研
修

・
研

究

会

③

友

好

都

市
、
平
塚
市
民
休
養
の
郷
の
行

事
へ
の
参
加
交
流
④
自
主
的

活
動
に
よ
る
交
流

マ
補
助
金
額
①
友
好
都
市

二
万
円
(
会
口
が
叩
人

3
初

人
)
か
ら
十
万
円
(
百
一
人
以

上
)
ま
で
の
5
段
階
②
平
塚

市
民
休
挫
の
郷
一
万
円
(
叩

人

i
m人
)
か
ら
十
万
円
(
百

一
人
以
上
)
ま
で
の
6
段
階

マ
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
善

課
(
内
線
五
九
七
)

金目川
サイクリング道路
斎藤靖子さん(入野)

らとカ、
れな
てり平
い、成
る文二
。化年

今、に
回教は
ほ育ア
年、メ

々産リ
盛業カ
んな合
にど衆
なの国
つ各カ
て分ン
い野ず
くをス
交通州
新t し ロ
事て l

崇響小学校で野立てを楽しむローレンス市の方々 紫 、レ

に市ン
生 ・ 月り其化~ 9 4 • ~ れ化たをにだ休つ民ス
ホ高)参な雪~ !Jミ月月市平今て、。機市が設い相市

8 1 山 加ど玄 ) ・ 民塚年いス以に塑話のて互が
月ム 市 如中、 10ノ 市度 るポ後、二選郷紹の「

弱 10~学ホ月アか の 。 1 、友十需と介交姉

iifE;払見詰iiR5iiiZ22 
つ、り ど業画)ーまま は 続ろとえ年を
り中訪 ま、、ァっつ けななる四結
参 学問 9 つ :写文イりり ら文つの月ん

私
が
よ
く
散
歩
す
る
道
は

金
目
川
に
沿
っ
て
延
び
て
い

る
、
幅
約
二
れ
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
道
路
で
す
。

自
宅
か
ら
す
ぐ
そ
ば
に
あ

る
長
持
の
新
幹
線
ガ
1
ド
下

を
く
ぐ
る
と
、
右
側
に
大

山
、
丹
沢
連
山
、
左
側
に
富

士
山
が
望
ま
れ
、
自
然
に
す

っ
ぽ
り
と
包
み
込
ま
れ
た
感

じ
で
好
き
で
す
。

山
の
姿
は
、
四
季
折
々
に

変
化
し
、
あ
る
と
き
に
は
墨

絵
ぼ
か
し
の
幽
玄
さ
、
ま
た

あ
る
と
き
は
初
冠
宮
の
美
し

さ
な
ど
味
わ
い
深
く
、
こ
の

場
所
か
ら
眺
め
る
限
り
、
酸

性
雨
が
木
々
を
痛
め
つ
け
て

い
る
こ
と
が
信
じ
が
た
い
思

い
が
し
ま
す
。

独
身
の
こ
ろ
、
山
登
り
が

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

大
好
き
で
、
横
須
賀
の
実
家

か
ら
毎
週
丹
沢
を
縦
走
し
、

夏
に
は
沢
登
り
で
岩
場
に
取

り
付
い
て
い
ま
し
た
。
薄
暗

く
な
っ
て
下
山
す
る
こ
ろ
は

心
細
く
、
木
々
の
聞
か
ら
秦

野
や
平
塚
の
街
明
か
り
が
ま

た
た
い
て
い
る
の
を
自
に
し

た
と
き
の
安
堵
(
ど
)
感

は
、
何
と
も
言
え
ぬ
感
じ
だ

っ
た
と
と
を
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。

今
で
は
遠
く
山
を
見
る
生

活
と
な
り
ま
し
た
。
サ
イ
ク

リ
ン
グ
道
路
を
歩
き
な
が

ら
、
金
目
川
の
緋
鯉
(
ひ
ご

い
)
に
見
入
り
、
白
サ
ギ
や

渡
り
鳥
、
草
の
聞
か
ら
の
美

し
い
虫
の
鳴
き
声
な
ど
に
耳

を
傾
け
る
と
き
、
何
と
な
く

優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す。〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課
「
私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係
(
内
線
三
一
四
)

市民病院
商談の上決定
履歴t!Fと免許証の写しを
市民病院庶務課(電話32
0015・内線3197)へ本人

が直接持参する

-勤務場所
・賃 金

・申し込み

@給食配食員…...・H ・..1名

・資 格 自動車運転免許証保持者

で55蹴までの方。男女は
問わない
|午後 3時- 6時

平塚栗原ホーム
1時間1，000円
給食利用者宅への配食、
回収、弁当箱の洗浄、利
用料金の集金

履歴書を平塚栗原ホーム
(匂話35-6060)へ本人が

直接持参する

-勤務時間
・勤務場所
・賃 金
.業務 内 容

-申し込み

轟:j噴塁塁;:り:聴き(
@保母.....・ H ・...・H ・..若干名

・資 格 保母の資格を持ち、 50歳
までの方
午前 8時 30分~午後5時

市立保育園
日額6200円{通勤手当別

途支給)

履歴曹を児童福祉課保育
係(内線215) へ窓人が
直援持参する

住民実態調査にご協力を…
市民のみなさんの 市 政 へ の 考 え 方

を聞 こ う と 住 民 実態調査が行われる

・調査方法住民基本台帳から無作

為に抽出した方々に対し、 6月下

旬に調査誤を郵送する

・調査項目 「環境保全Jiごみの減

量とリサイクル」

・ 調査対象 20歳以上の男女約

4，500人

・ 調査期 日 7月 1日(木)

※調控訴が送付された方は、 7月 5
日伺)までに、同封された返信用封

筒でご返送を0

・問い合わせ 総務課統計悶至宝担当

(内線348)

日7月1

@薬剤師 ・...・ H ・...…・若干名

・資 格 業剤師免許取得者で、採
用時現在45歳未満の方
午 前10時~午後 3時(予

定)

-勤務時間
・勤務場所
・賃 金

-申し込み

-勤務時間
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情
緒
盟
か
な
ま
ち
は
、
四
季

を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
見

せ
て
く
れ
、
美
し
い
ま
ち
の
新

し
い
表
情
は
思
い
出
を
つ
く
っ

て
く
れ
る
。

立
休
み
は
も
う
間
近
。
今
年

は
少
し
足
を
の
ば
し
て
訪
れ
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

小
京
都
・高
山

岐
阜
県
乗
鞍
岳
の
ふ
も
と
飛

騨
高
山
は
、
。
飛
騨
の
小
京

都
。
と
呼
ば
れ
る
古
い
歴
史
と

文
化
が
た
だ
よ
う
ま
ち
で
、
多

く
の
文
化
財
や
史
跡
に
包
ま
れ

て
い
る
。

。
自
慢
の
風
景

高
山
ま
つ
り
、
古
い
街
並

み
、
北
ア
ル
プ
ス
、
飛
騨
民
俗

村
集
落
、
高
山
陣
昼
、
朝
市

@
特
産
品

一
位
一
刀
彫
り
、
飛
騨
春
慶

塗
り
、
木
製
家
具
、
渋
草
焼
、

平 成5年 6月 15日

高山まつり・けんらん薮撃な屋台 が奨 を 競 う

高
冷
地
野
菜

@
郷
土
料
理

ほ
お
葉
み
そ
、
山
菜
料
理
、

精
進
料
理
、
飛
騨
そ
ば
、
飛
騨

中
華

。
イ
ベ
ン
ト

高
山
ま
つ
り

(
4
月
M
臼

3
日
目
、
叩
月

9
日

3
m

日
)
、
我
楽
多
市

(
5
月

7

日
、
四
月
7
日
)
、
手
筒
花
火

(
8
月

9
日
)
、
酒
蔵
巡
り

(
1
月
上
句

1
2月
下
旬
)

森
に
固
ま
れ
て
い
る
天
城
山
荘
・
天
城
湯
ケ
島
町

金

婚

漬

、

花

巻

こ

甘

し

滑

沢

渓

谷

。
郷
土
料
理

@
特
産
品

わ
ん
こ
そ
ば
、
金
婚
前
、
酒
わ
さ
び
、
し
い
た
け
、
し
ゃ

味

う

ど

ん

く

な

げ

の

香

水

H

ロ
ザ

1
ジ

@
イ
ベ

ン

ト

ュ

。

、

梅

シ

ロ

ッ

プ

日
村
祭

(
5月
四
日
)
、
民

@
郷
土
料
理

治
祭

(
9
月
幻
自
)
、
わ
ん
こ
し
し
鍋
、
わ
さ
び
の
茎
泊
、

そ
ば
全
日
本
大
会

(
2
月
日
ぁ
ゅ
の
塩
焼
き

日
)
、
イ
1
ハ
ト
1
ブ
フ
ォ
1

0
イ
ベ
ン
ト

ラ
ム

(
8月
上

旬

)

森

の

感

謝

祭

(
9
月
第
3
日

曜
日
)
、
京
司
ま
つ
り

(
8月

m
日
)
、
天
城
七
夕
ま
つ
り

(
8月
1
日
)

森
林
浴
・
湯
ケ
島

伊
豆
半
島
の
中
央
部
、

三
方

を
天
城
連
山
で
固
ま
れ
た
山
峡

の
ま
ち
。
狩
野
川
の
流
れ
と
明

る
い
陽
光
は
多
く
の
文
学
者
を

引
き
つ
け
、
川
端
康
成
の

「伊

豆
の
踊
り
子
」
、
井
上
靖
の

「
し
ろ
ば
ん
ば
」
な
ど
多
く
の

名
作
を
生
み
出
し
た
。

。
自
慢
の
風
景

旧
天
城
街
道
、
天
城
連
山
、

少
耳
は
-EA
然
…

足

利

く
で
あ

3
ラ

た
く
さ
気
色

ひらつかウん
小牧宗太

(5) 

事
の
皇
さ
に

:

邑
ハ
刊
を

頓
リ
V
』

し
て

h 
z 

ふ
さ
な

回

市

民

事

こ

V

」
に

湯
の
里
・花
巻

岩
手
県
の
中
央
に
位
置
す
る

花
巻
市
は
、
北
国
の
詩
情
あ
ふ

れ
る
温
泉
郷
で
、
北
上
山
脈
を

望
む
ま
ち
中
に
は
北
上
川
が
流

れ
、
宮
沢
賢
治
や
高
村
光
太
郎

が
愛
し
た
ま
ち
。

。
自
慢
の
風
景

大
空
の
滝
と
豊
沢
湖
、
釜
淵

の
滝
、
イ
ギ
リ
ス
海
岸
、
胡
四

王
山
、
北
上
川
と
盟
沢
川
合
流

地
点
の
桜
堤

。
特
産
品

いうと

24号
ー もで

聞
に
か

l
h
さ
く

昆
え
て
い
否
事
主

革委譲wt

ロ
ー
レ
ン
ス

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス

州
の
北
東
部
に
位
置
し
、
州
立

カ
ン
ザ
ス
大
学
を
中
心
に
し
た

学
園
都
市
。

市
が
聞
か
れ
た
の
は
、
一
八

五
四
年
で
、
カ
ン
ザ
ス
川
の
川

岸
に
続
く
丘
の
上
に
は
ス
ペ
ン

サ
1
英
術
館
、
博
物
館
、
図
控

館
、
劇
場
な
ど
、
多
く
の
文
化

施
設
が
ま
ち
を
包
ん
で
い
る
。

天
城
山
荘
年
末

年
始
受
け
付
け

ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
で
は
、

年
末
年
始
(
十
二
月
三
十
日

5
一
月
五
日
)
の
利
用
申
し
込

み
を
受
切
付
け
る
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
七
月
十

五
日
(
木
)
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
宿
泊

目
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
を
記

入
の
う
え
、

〒
川
l
詑
静
岡
県

田
方
郡
天
城
湯
ケ
島
町
上
船
原

一
一
二

O
ー
一
(屯
話

O
五
五

八
l
uー
一
O
五
O
)
に
お
申

し
込
み
を
。
抽
選

マ
宿
泊
室

一
般
室
8
室
、
家

族
室
4
室

マ
宿
泊
料

(1
泊
2
食
)

一

般
室
大
人
五
千
五
百
円
、
小

人
四
千
五
百
三
十
円
、
家
族
室

は
1
人
に
つ
き
五
百
円
増
し

会交通案内
〈高山市〉
-電車で 4時 間25分

平揮一小田原一東海道新幹綿一名古屋一高山

.率で 7時 間

平書家ー中央高速一中神JII-下呂一高山

.王宮で 6時 間

平塚一中央高速一岡 谷一松本一安房峠一日山

〈花巻市〉

・電 車で 4時 間15分

平塚一東京一東北新幹線一花巻

.惑で8時 間

平塚一東名高速一首都町迷一東北自動車道一花巻

〈天城湯ケ島町〉

・沼恵で 2時 間

平塚一三島一修善寺一

.司王で 1時 間50分

平塚一十回峠-fU石峠ー修普寺一天城湯ケ島

(パス)一天城湯ケ島

•• 

-臼11寺

分

・会場 中央図由館 3階会議室

・定員 市内にお住まいお勤め、また

は通学している方30人、先着順

・テキスト代 500円

・持ってくる物 館記用具、はさみ

親子で焼き物を作っ て楽しむ。 ・申し込み 中央図杓館 l階視聴党ラ

墨流し技法を使ったマーブル模様の : ・日程 ; イブラリ ー

皿と、色粘土を使った作品を作る。 : 7月24日(土) 10時~12時、作成 : 会開館時間

・日程 Aコース 7月24日(土)~25: 8月 7日(土) 10時~12時、ゆがけ : 火~口昭臼

口(日)、 Bコース 7月27口(火): 8月21日(土) 引き渡し : (金附臼のみ

~28日 (水)、 C コース 7月30日 j ・会 場 青 少 年 会 館 : ~18時50分)

(金) ~31 日(土) : ・定品 親子(小学 生以上) 50人、先; 会休館日 毎週月附11、月末、

・時間 13時~16時45分 : む順 : 円{館内消毒)

・会場 美術館アトリエ B : ・星雲加費 1人 1.000円 ; 命中央図書館

・定員 小学生各コース20人、抽選 :会開館時間 ; 干2~1浅間町12 41 屯話31-0415

.......~・・・・・・・・.・・・・・...~・・・4・.・・・・・4・・4・・.・4・・4・4砂.~・4・4・.・・・4砂・...~・4・..・・4・・・4・・・・4・

(土)

9 時~16時50分

貸出窓と参考室は 9It.'j

6月22

。6月20日 (日) 10時、 14時、中央館

「金の斧」、 「月のうさぎJ

人形劇、 33分。6月27日(日) 10時、 14時、中央館

「とんぎつねJiさるじぞう」

人形劇、 33分。7月 4日(日) 10時、 14時、中央館

「杜子容」アニメ、 22分

台16ミリ映写機操作技術講習会

9 時~16時50

m話32ー 7029

E図・・E雪量・Eヨ
女ビデオ映画会

7月17日

-参加賀 1.500円

-申し込み 6月30円(水)までに往

復はがき(1人 1枚、コース、氏名、

住所、学年、世話番号を記入〉で

会市民アートギャラリー

屯話35-2111

E E理週
会親子陶芸教室

【平塚書道協会展】

・期間 6月17日(木) ~20日(口)

公開館時間 9 時30分~16時50分

会休 館 日 毎週月曜H 、 6 月 23 臼~ 7

月 9日(設備保守点検)

会美 術館

〒251位百/¥幌1H-3一一3

6月 8

電話33-5111

会ワークショップ「陶芸」

会貝化石を調べよう

貝化石を採集し、その化石からどん

なことがわかるのかをまとめる。

・日程 7月29日 (木〉、 30日 (金)

・定只 小学 4年生以上の方約30人

・申し込み 7月20日(火)までに往

復はがきで

合 開館 時 間 9 時~16時50分

会休館日 毎週月限目、月末、

日~17 日(館内消毒)

合博物 館

〒254浅 間町12-41

会漂着物を拾う会

平塚海岸に打ち上げられた動物、植

物、人工物を集めて調べる。 参加 自 由

・口 時 7月10臼 (土) 9 時30分~15

時、雨天中止

・集合花水川河 口石 碑前

会体験学習会

【勾 (まが)玉を作ろう】

勾玉の材料となる石と研磨用具とな

る石を採集し、勾玉を作る。

・日程量 7月29臼(フ伏)、 8月 4日(*)、

10日(1<)、 11日(オ，，)

・定員 中学生以上の 方15入、抽選

・申し込み 7月15日(木)までに往

復はがきで

【士也7問実型を作ろう】

地形図を使い立体模型を作る。

・日程 8月24日 (火)、 25日 (水)、

27日(金)

・定員 小 学 4年生 以上の方約30人

・申し込み 7月31日(土)までに往

復はがきで

食淡水の貝を調べよう
汚れた水の指標となる淡水の貝を調

べ (2~ 3か所分担)、まとめる。

・日程

7月25日 (日) 10時~15時、ガイダ

ンスと実習

8月29日(日) 13時~16時、

・対象小学生以上

-申し込み 7月20日
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